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安
藤
百
福
と
千
里
山

編

集

部

N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
ま
ん
ぷ
く
』
は
、
平
成
初
年

目
月
か
ら
始
ま
り
、
高
視
聴
率
を
維
持
し
、
翌
年
の
3
月
に
終
了

し
ま
し
た
。

こ
の
番
組
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
清
食
品
生
み
の
親
と
きP
フ

よ
り
、
日
清
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
創
っ
た
{
塞
勝
百
福
氏
の

一
代
記

で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
直
福
氏
の
波
乱
万
丈
の
人
生
の

一
時
期
を
千
里
山
で
過
ご

し
た
こ
と
は
、
会
誌
路
号
「
筒
井
之
隆
氏
の
紹
介
(
千
二
小
幻
回

生
ご
で
既
に
書
き
ま
し
た
。

筒
井
之
隆
氏
は
、
作
一
黍
岡
井
康
隆
氏
(
長
男
)
の
末
弟
で
、
他

に
次
弟
(
正
隆
氏
千
二
小

m
回
生
)
、
次
々
弟
(
俊
隆
氏
お

回
生
)
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

之
隆
氏
は
大
学
卒
業
後
、
読
売
新
聞
に
入
社
ι

百
福
氏
を
取
材

し
て
い
る
う
ち
に
、
百
福
氏
に
可
愛
が
ら
れ
、
日
清
食
品
に
転
職
。

今
で
は
横
浜
に
あ
る
カ
ッ
プ
ヌ
l
ド
ル

・
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
館
莞

百
福
氏
を

一
番
よ
く
知
る
男
と
し
て
、

N
H
K
百
福
氏
紹
介
の
特

別
番
組
に
も
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
1
0年
(
明
治
必
年
)
3
月
5
日
当
時
、
日
本
の
植
民
地

で
あ
っ
た
台
湾
県
東
石
郡
で
生
ま
れ
る
。
幼
少
時
に
両
親

を
亡
く
す
。

1
9
2
4
年
(
大
正
日
年
)
高
等
小
学
校
卒
巻
末
1

祖
父
が
経
営
す

る
織
物
業
を
手
伝
う
。

(
M
歳
)

そ
の
後
、
図
書
館
の
司
書
に
な
る
が
、
静
か
な
生
活
は
性

に
合
わ
ず
、

2
年
で
家
業
に
戻
る
。

1
9
3
2
年
(
昭
和
7
年
)
台
北
市
で
『
東
注
業
大
小
(
メ
リ
ヤ

ス
)
』
を
製
考
メ
リ
ヤ
ス
製
品
を
日
本
か
ら
輸
入
し
、
台

湾
で
売
る
。
(
忽
歳
)

1
9
3
3
年
(
昭
和
8
年
)
大
阪
市
の
唐
物
町
に
『
日
東
商
会
』

設
立
。
(
お
歳
)

貿
易
業
務
本
格
化
、
商
品
は
台
湾
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
若

く
し
て
材
を
築
く
。

1
9
3
4
年
(
昭
和
9
年
)
社
長
の
傍
ら
夜
間
に
学
び
、
立
命
館

大
主
専
門
-欝

毒

薬

了

。
(
M
歳
)

1
9
4
1
年
(
昭
和
団
年
)
四
月
8
日
台
湾
出
張
中
に
太
平
洋

戦
争
勃
発
J

メ
リ
ヤ
ス
貿
易
は
断
念
。
(
担
歳
)

1
9
4
2
年
1
4
5
年
(
沼
歳
1
お
歳
)
戦
時
下
で
も
事
業
意
欲

衰
え
ず
、
幻
灯
機
の
製
造
、
軍
用
機
の
製
品
製
造
、
炭
焼

き
、
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
の
製
造
な
ど
次
々
に
手
掛
け
る
。
そ

の
一
つ
に
川
に
し
航
空
機
の
下
請
で
軍
用
機
用
発
動
機

(
エ
ン
ジ
ン
)
の
部
品
な
ど
を
製
造
す
る
会
社
を
知
人
と

会
誌
時
号
に
載
せ
た
百
福
氏
の
千
里
山
関
連
の
記
事
を
こ
こ

に
転
載
し
ま
す
。

三
軒
隣
に
若
か
り
し
こ
ろ
の
藤
田
田
が
住
ん
で
い
た
。
藤
田
が

ふ
ら
っ
と
安
藤
の
自
宅
安
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
大
阪
で

は
、
安
藤
は
資
産
家
と
し
て
名
が
通
っ
て
い
た
若
い
藤
田
が
先

斐
圭
豪
で
あ
る
安
藤
に
経
営
相
談
に
で
も
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

話
し
た
内
容
は
卸
憶
に
な
い
。
そ
れ
か
ら
お
年
以
上
た
っ
て
、
1

9
7
1
年
(
昭
和
嶋
年
)
藤
田
は
日
本
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
多
創
業
し
、

銀
座
三
越
に
一
号
庖
安
蘭
く
。
同
じ
年
、
安
藤
は
カ
ッ
プ
ヌ
!
ド

ル
安
蘭
発
し
、
銀
座
歩
行
者
天
国
だ
っ
た
三
越
前
で
詰
食
販
売
を

す
る
。
奇
し
く
も
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
こ
つ
の
フ
ア
ス
ト
フ

ー
ド
が
銀
座
で
出
会
い
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
不
思
議
な
運
命
の
糸

安
感
eし
さ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

筒
井
氏
が
編
纂
し
た
『
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
る
な
!
』
よ
り

N
H
K
の
朝
ド
ラ
は
か
な
り
忠
実
に
履
歴
を
描
い
て
い
ま
し
た

が
、
勿
論
、
脚
色
も
あ
れ
ば
、
描
か
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
彼
の
経
歴
の

-2り、
T
V
と
異
な
る
と
こ
ろ
、
描
か

れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
主
に
披
露
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
、
彼
が
台
湾
出
身
者
で
あ
り
、
か
な
り
若
い
う
ち
か
ら
や
り
手

で
、
竪
則

・
戦
後
の
日
本
の
政
財
界
に
知
り
合
い
が
多
か
っ
た
こ

と
が
特
徴
で
す
。

2
人
で
共
同
経
校
間
口
軍
需
工
場
の
た
め
、
資
材
は
国
か
ら

の
支
払
何
こ
の
時
、
軍
の
資
材
横
流
し
の
濡
れ
衣
で
室
用
具

の
取
り
調
べ
、
拷
聞
を
受
け
る
。
死
と
直
面
し
た
品
目
間

で
あ
っ
た
。
結
局
は
昔
か
ら
の
知
り
合
い
で
元
陸
軍
井
上

中
将
に
窮
状
を
伝
え
、
そ
の
働
き
掛
け
で
釈
放
-
共
同
経

営
者
と
そ
の
親
戚
の
憲
兵
の
陰
謀
が
露
見
-
こ
れ
は
T
V

の
通
り
。
そ
の
後
、
大
阪
市
北
区
の
中
央
病
院
に

ω日
間

入
鴎
腹
部
の
痛
手
は
持
病
に
な
っ
て
、
後
に
2
回
も
腸

閉
塞
で
開
腹
手
術
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
初
の
入

・
退

院
後
、
千
里
山
の
自
宅
に
帰
っ
た
。
そ
の
頃
の
様
子
は
、

冒
頭
の
話
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

1
9
4
4
年
(
昭
和
四
年
)
平
安
神
宮
で
仁
子
(
ま
さ
こ
)
と
結

埼

(
M
歳
)
新
婚
時
代
を
千
里
山
で
過
ご
し
た
か
ど

う
か
は
?
大
阪
へ
の
内
暴
が
激
し
く
な
り
、
千
里
山
よ

り
兵
庫
県
へ
疎
開
千
里
山
見
曇
を
受
け
た
こ
と
は
な

い
と
思
う
が
、
当
時
は
誰
も
そ
ん
な
こ
と
は
解
ら
な
い
。

千
里
山
で
も
庭
に
防
空
壕
を
掘
り
、
防
火
用
水
水
槽
が
何

軒
か
お
き
に
置
か
れ
て
い
た
。

彼
の
そ
ノ
怖
じ
し
な
い
性
格
に
も
よ
る
が
、
本
人
の
事
業

欲
・
能
力
に
負
う
所
が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
玄
牒
は

若
い
頃
、
総
理
大
臣
の
田
中
義

一
の
自
宅
を
訪
ね
た
こ
と

が
あ
る
。
さ
す
が
に

一
言
も
口
を
き
け
な
か
っ
た
が
、
ま

だ
学
生
だ
っ
た
子
息
の
田
中
龍
夫
と
知
り
合
い
、
終
生
の
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仲
と
な
る
。
龍
夫
監
最
院
議
貰
|
山
口
県
知
事
1
衆

議

院
議
員
|
総
理
府
庶
務
長
{
早
み
豊
住
大
臣
l
文
部
大
臣
な

ど
を
歴
任
J

彼
の
お
陰
で
、

佐
藤
栄
作
|
福
田
組
夫
ら
の

厚
誼
を
得
る
。

こ
う
し
た
彼
の
人
脈
の
中
に
日
立
製
作
所
の
母
体
と
な
る

日
立
鉱
山
を
は
じ
め
と
す
る
久
原
財
閥
を
築
い
た
久
原
房

乃
助
に
も
随
分
可
愛
が
ら
れ
た
。
こ
の
久
原
か
ら
終
単
位

後
、
「
こ

2
2一口
う
混
乱
期
に
不
動
産
を
買
っ
て
お
く
も
の
だ
。

あ
り
っ
た
け
の
金
を
は
た
い
て
土
地
に
し
て
し
ま
い
な
さ

い
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
撃
を
よ
っ
て
安
藤
が
取
り
組
ん

だ
事
業
は
、
全
て
灰
撞
に
。
で
も
幸
い
に
過
去
の
事
業
に

よ
る
貯
え
が
あ
った。

戦
後
の
ま
牒
の
事
業
家
と
し
て
の

出
発
点
は
、
土
地
を
買
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

心
斎
橋
そ
ご
弓
北
側
の
3
軒
の
建
物
、
梅
田
惹
埠
付
近
、

大
阪
駅
前
ピ
ル

・・

の
ち
に
あ
る
事
件
で
手
放
す
こ
と
に

な
る
が
。

1
9
4
6
年
(
昭
和
泊
年
)
疎
開
先
か
ら
泉
大
津
へ
。
T
V
で
ご

存
知
の
鉄
板
を
使
つ
て
の
製
塩
を
始
め
る
。
但
し
、
実
際

は
T
V
よ
り
も
数
段
規
模
が
大
き
い
。

大
阪
鋒
坦
局
管
理
地
敷
地
却
万
平
方
メ
ー
ト
ル

職
に
あ
り
つ
け
な
い
若
者
(
復
員
軍
人
、
引
傷
者
ν
、
疎
開

先
か
ら
の
帰
省
者
。
総
勢
百
数
十
人
-

拘
胎
2
般
買
い
、
沖
合
で
イ
ワ
シ
も
獲
っ
た
。

ず
め
小
菅
拘
置
所
)
。
こ
こ
に
は
戦
争
犯
罪
の
容
疑
者
や
パ

ー
ジ
で
逮
捕
さ
れ
た
政
治
家
、

言
論
関
係
者
、
財
界
人
ら

が
収
監
さ
れ
て
い
た
。
面
識
の
あ
っ
た
庄
中
介
と
も
偶
然

一
靖
食
事
は
米
兵
と

一
緒
な
の
で
一
般
国
民
よ
り
も
恵

ま
れ
て
い
た
。
重
労
働
な
ど
な
く
、
麻
雀
も
こ
こ
で
覚
え

た
と
言
う
。
納
得
が
い
か
な
い
玄
牒
は
税
務
当
局
を
相
手

取
り
、
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
て
提
r
時

京
都
大
学
法

学
部
長
を
勤
め
た
黒
田
覚
博
士
ら
6
人
の
弁
護
団
を
組
織
1

1
9
5
0年
(
昭
和
お
年
)
四
月
裁
判
を
取
下
げ
、
即
刻
無
罪

放

均

弁
護
団
は

「
最
後
ま
で
戦
え
ば
絶
対
に
勝
て
る
」

と
励
ま
し
た
と
あ
る
の
が
、

T
V
と
叫
叫
(
却
歳
)

1
9
5
1年
(
昭
和
部
年
)
大
阪
で
新
し
く
設
立
さ
れ
た
信
用
組

合
理
事
長
に
三
顧
の
礼
で
迎
え
ら
れ
た
。
(
剖
歳
)

1
9
5
7
年
(
昭
和
沼
年
)
信
用
組
合
倒
産
-
財
産
没
収
。
無一

文
に
。
池
田
の
借
家
の
家
財
道
具
に
も
赤
紙
が
貼
ら
れ
た

の
は
T
V通
り
と
し
て
も
、
独
力
で
仕
事
を
進
め
る
現
場

主
義
の
安
藤
に
金
融
機
関
は
肌
が
合
わ
な
か
っ
た
の
だ
。

い
よ
い
よ
ラ
ー
メ
ン
作
り
に
専
念
。
睡
眠
時
間
は
平
均
4

時
間
こ
の
当
り
は
T
Vが
詳
し
い
。
(
訂
歳
)

1
9
5
8年
(
昭
和
お
年
)
3
月
『
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
』
完
成
-

最
初
の
内
の
粁
余
曲
折
は
T
V
通
り
。
で
も
8
月
こ
ろ
に

は
三
菱
両
事
が
私
ど
も
に
売
ら
せ
て
欲
し
い
と
。
続
い
て

伊
藤
忠
商
事
も
。

1
9
4
7
年
名
古
屋
に
「
中
華
芸
品
坦
紫
盈
専
門
学
校
」
を
開
く
。

製
塩
事
業
同
様
、
仕
事
の
な
い
若
者
を
集
め
、
盛
企
{平
ふ
品を

与
え
、
技
術
か
身
に
付
け
さ
せ
た
。

「
こ
れ
ま
で
日
本
は
中
国
に
迷
惑
を
か
け
た
。
中
国
は
広

い
か
ら
民
生
の
安
定
の
た
め
に
は
、
鉄
道
、
自
動
車
な
ど

の
表
通
整
備
か
必
莞
将
来
、
技
術
協
力
で
き
る
人
材
を

養
成
し
て
は
」
と
の
佐
藤
栄
作
の
薦
め
で
あ
っ
た
。

1
9
4
8年
ク
リ
ス
マ

ス
の
夜
1
G
H
Q
(連
合
国
軍
総
司
令
部
)

の
大
阪
軍
政
部
長
の
事
副
に
伴
-
ユ
芭
別
会
終
了
後
、
そ
の

G
H
Qに
脱
税
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
。
T
V
の
通
り
の

展
開
大
阪
の
軍
政
部
で
裁
判
が
開
か
れ
、
た
っ
た
1
週

間
で
判
池
内

「4
年
間
の
重
労
働
」。

泉
大
津
で
若
者
た
ち
に
渡
し
て
い
た
小
遣
い
が
給
与
と
見

倣
さ
れ
、
源
泉
徴
収
し
て
納
め
る
べ
き
税
金
を
納
め
て
い

な
い
と
の
理
由
。

検
挙
に
乗
り
出
し
て
き
た
の
が
税
務
署
で
は
な
く
、
G
H

Q
彼
ら
は
国
の
深
刻
な
歳
入
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

徴
税
を
強
め
る
必
要
か
あ
る
と
日
本
の
税
務
当
局
に
督
時

ど
う
や
ら
見
せ
し
め
に
使
わ
れ
た
よ

h

♀
~。

大
阪
の
財
務
局
か
ら
財
産
全
て
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
泉

大
津
の
家
も
工
場
も
、
兵
庫
県
の
炭
焼
き
を
し
た
山
桃

{
事
牒
名
義
の
不
動
産
は
全
て
没
収
さ
れ
た
。
そ
し
て
身
柄

は
東
京
の
巣
鴨
ア
リ
ズ
ム
(
墓
尽
拘
置
珂
今
な
ら
さ
し

「ラ
ー
メ
ン
か
ら
ミ
サ
イ
ル
ま
で
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
対
し
、
安
藤
は
「
ミ
サ
イ
ル
か
ら
ラ
ー
メ
ン
ま

で
」
に
し
て
欲
し
か
っ
た
と
漏
ら
し
た
。
こ
の
歳
の
ロ
月
、

中
内
功
が
神
戸
三
宮
に
『
主
婦
の
属
ダ
イ
エ
ー
』
の
前
身

と
な
る
チ
ェ
ー
ン
居
を
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
ダ
イ
エ
ー
が
客

寄
せ
に
使
っ
た
の
が
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
と
卵
。
こ
の
噴
か

ら
は
T
Vド
ラ
マ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
文
を
読
ん

で
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
記
憶
も
か
な
り
鮮
明
に
。

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、

翌
1
9
5
9年
(
昭
和
鈍

年
)
、
当
時
皇
太
子
さ
ま
の
ご
成
婚
に
伴
っ
て
多
く
の
家
庭

に
普
及
し
た
T
V。
そ
し
て
T
V
・
C
M
の
時
代
に
。

「
イ
ガ
グ
リ
く
ん
」
「
ビ
ー
バ
ー
ち
ゃ
ん
」「
地
上
最
大
の

ク
イ
ズ
」「
ヤ
ン
グ
O
H
!
O
H
!」
な
ど
、

明
る
く
健
康

的
な
人
気
番
組
を
提
供
1

日
清
食
品
と
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン

の
名
は
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
全
国
に
。

(
品
目
歳
)

1
9
7
1年
(
昭
和
必
年
)
そ
の
前
年
に
味
の
素
、
三
菱
商
事
と

3
者
で
ア
メ
リ
カ
視
察
及
ひ
現
地
生
産
販
売
米
国
日
清

を
ス
タ
ー
ト
。
片
手
で
持
っ
て
歩
き
な
が
ら
食
べ
る

カ
ッ
プ
ヌ
1
ド
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
。

最
初
の
苦
戦
は
T
V
通
り
。
そ
の
頃
、
冒
頭
の
銀
座
歩
行

者
天
国
等
も
展
開
お
湯
の
出
る
自
動
販
売
機
を
設
罵

コ
カ
コ

l
ラ
に
次
い
で
多
い
2
万
台
の
自
販
機
、
及
び
T

V
・
C
M
の
力
で
徐
々
に
漫
埼
(
侃
歳
)
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1
9
7
2
年
(
昭
和
幻
年
)
2
月
お
日
日
本
全
国
を
揺
る
が
す

大
事
件
に
日
本
国
民
の
8
割
が
朝
か
ら
T
V
に
釘
付
け
。

連
続
日
時
間
却
分
に
わ
た
っ
て
現
場
中
継
1

連
合
赤
軍
に
よ
る
あ
さ
ま
山
荘
事
件
で
あ
る
。
雪
の
中
で

包
囲
す
る
機
動
隊
員
が
湯
気
の
上
が
る
カ
ッ
プ
ヌ
!
ド
ル

を
食
べ
て
い
る
。
そ
れ
も
繰
り
返
し
繰
り
返
し
、
大
写
し

で
。
最
初
-
近
所
の
農
家
か
ら
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
が

あ
っ
た
。
し
か
し
氷
点
下
の
寒
さ
で
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
て

し
ま
っ
た
。
暖
か
い
カ
ッ
プ
ヌ
1
ド
ル
は
空
腹
と
寒
さ
に

震
え
る
隊
員
た
ち
に
は
な
に
よ
り
の
御
馳
走
。

T
V
の
前
の
人
は
叫
ん
だ
。
「
あ
の
食
べ
物
は
何
だ
!
」
そ

2
言
え
ば
T
V
の
前
の
人
た
ち
も
、
朝
食
以
臨
時
何
も
食

べ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
啓
珪
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で

あ
る
。
「
そ
う
言
え
ば
、
我
が
家
に
も
買
っ
て
お
い
た
カ
ッ

プ
ヌ
1
ド
ル
が
あ
る
は
ず
だ
。夕
食
は
あ
れ
で
い
い
」
と
。

(
位
歳
)

N
H
K
朝
の
連
続
T
V
小
説
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
誕
生
の
頃
で

お
仕
舞
で
、
ま
た
そ
の
で
も
後
の
日
清
食
品
の
躍
進
ぶ
り
は
比
里
C

ん
が
よ
く
ご
存
知
の
通
り
。
主
な
も
の
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

つ年
_.-.. 

主産
金立 13
品年

il 
~l 

緑C
L要
N 
A 

D 歳
A に

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
野
口
と
案
勝
は
交
青

「
牢
古
で
食
べ
た
ラ
ー
メ
ン
は
い
か
が
で
し
た
か
」
の
問

い
に

「地
上
で
食
べ
る
味
が
再
現
さ
れ
て
い
て
、
大
変
美

味
し
か
っ
た
で
す
」
の
返
事
。
彼
が
食
べ
た
ス
ペ
ー
ス
ラ

ム
は
『
と
ん
こ
つ
味
』
で
し
た
。

2
0
0
7
年
(
平
成
四
年
)
1
月
2
日
新
春
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン

ベ
に
参
加
。
1
0
9
の
ス
コ
ア
l
で
回
る
。
(
鮒
歳
)

1
月
4
日
大
阪
本
社
初
出
式
加
分
立
っ
た
ま
ま

挨
拶
・
訓
示
。

急
性
心
筋
梗
塞
で
市
立
池
田
病
院
へ
o

mm
歳
と
叩
か
月
の
生
涯
を
閉
じ
る
。

1
月
5
日

平
成
初
年
4
月
9
日

元
内
閣
総
理
大
臣
中
曽
根
康
弘
よ
り

碑
文
が
送
ら
れ
た
。

正
四
位
勲
二
等
旭
日
重
光
章
の
栄
に
浴
す
。

千
里
山
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
に
結
埼
奥
様
仁
子
さ
ん
の

功
績
こ
そ
大
-
長
男
宏
基
氏
が
後
を
継
い
だ
の
は
1
9
8
5
年

百
福
%
歳
の
時
で
、
そ
の
後
常
に
親
子
喧
嘩
が
絶
え
ず
、
そ
の
聞

に
入
り
修
め
た
の
が
、
仁
子
様
。
「
何
事
が
あ
っ
て
も
散
の
よ
う
に

飲
み
込
み
な
さ
い
。
ま
ず
『
解
り
ま
し
た
』
と
言
っ
て
か
ら
反
論

し
な
さ
い
」
と
。
こ
の
会
長
|
社
長
の
親
子
喧
嘩
を
却
年
以
上
見

(
宇
宙
開
発
事
業
団
一
現
J
A
X
A
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
)
に
こ
の
話
を
持
ち
込
む
。
日
本
人
牢
古
飛
行
士
は

宇
宙
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
い
と
強
く
要
望
。
そ
こ
で
共

同
研
究
に
取
り
込
む
こ
と
に
。
2
0
0
3
年
に
予
定
さ
れ

て
い
た
野
口
聡

一
郎
{
主
回
飛
行
士
の
フ
ラ
イ
ト
に
向
け
て

開
発
が
始
ま
っ
た
。

船
内
は
気
圧
が
低
い
こ
と
、
安
全
の
た
め
に
給
湯
温
度
は

花
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
温
度
で
戻
る
麺
の

開
発
、
無
重
力
な
の
で
麺
や
ス
l
プ
が
空
中
に
飛
散
し
な

い
工
夫
、
無
重
力
の
宇
宙
空
間
で
は
血
液
が
頭
に
上
り
、

絶
え
ず
鼻
が
詰
ま
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
で
、
地
上

に
比
べ
て
味
覚
や
嘆
寛
が
鈍
る
の
で
、
ス

i
プ
は
や
や
濃

厚
で
ス
パ
イ
シ
!
な
味
に
調
韓
品
。
2
0
0
2
年
8
月
、
野

口
氏
自
身
が
試
禽
四
月
に
は
N
A
S
A
(
ア
メ
リ
カ
航

空
{
主
回
局
)
の
フ
l
ド
・
ラ
ボ
に
も
送
ら
れ
微
生
物
検
査

に
も
合
椅

し
か
し
年
が
明
け
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
号
が
大
気
圏
に
突
入
す

る
際
、
空
中
分
解
し
7
名
の
宇
宙
飛
行
士
が
犠
牲
に
。
こ

の
た
め
2
0
0
5
年
7
月
ま
で
延
期
野
口
の
乗
っ
た
デ

イ
ス
カ
パ
リ
l
号
は
打
ち
上
げ
成
功
口
フ
ラ
イ
ト
中
に
首

相
官
邸
で
こ
の
ラ
ー
メ
ン
(
ス
ペ
ー
ス
ラ
ム
と
名
付
け
ら

れ
た
)
の
試
食
会
が
聞
か
れ
、
小
泉
純

一
郎
首
相
以
下
、

感
激
気
味
に
試
食
が
行
わ
れ
た
。

て
き
た
の
カ主

君

罪
し
た
筒
井
之
隆
氏
で
す;

安
藤
百
福
か
く
語
り
き
(
彼
の
示
唆
に
富
ん
だ
人
生
訓
酬
U

* * 
人
生
に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
る
な
。
そ
こ
ら
辺
の
土
で
も
掴
ん

で

こ

い

*

細

心

大

胆

で

あ

れ

事
業
を
始
め
る
と
き
は
成
功
を
語
る
な
。
失
敗
か
ら
考
え
ろ

発
明
し
た
と
思
っ
て
も
、
世
界
で
は
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い

る
人
が
3
人
は
い
る
*
保
身
術
が
身
を
亡
ぼ
す

明
日
に
な
れ
ば
、
今
日
の
悲
吊
識
は
常
識
に
な
っ
て
い
る

知
識
よ
り
知
事
穿
』
出
せ

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
変
化
を
造
り
出
せ

在
庫
に
は
価
値
が
な
い
と
思
え

良
い
評
判
を
広
げ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
悪
い
評
判
は

あ
っ
と
い
う
聞
に
広
が
る

問
題
な
い
と
考
え
る
こ
と
自
体
問
題
で
あ
る

良
い
商
品
と
売
れ
る
商
品
と
は
違

p

フ

事
業
は
す
べ
て
進
む
よ
り
退
く
方
が
難
し
い

皆
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
誰
も
や
ら
な
い

全
て
の
人
が
良
い
と
言
-
フ
意
見
は
信
用
で
き
な
い

人
間
に
は
2
つ
の
心
が
あ
る
。
-
つ
は
「
い
い
こ
と
を
や
り

た
い
」
も
う
1
つ
は
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
た
い
」

完

* * * * * * * * * * * * * 


